2012年度　公益社団法人　山形青年会議所

第２回　定例理事会　議事録

日　時　：２０１２年１月２４日（火）

１８：３０～２２：３０

場　所：パレスグランデール
１．開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

２．ＪＣＩクリード昌和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻井委員長
３．ＪＣＩミッション唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山委員長
４．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和　　　　　　　　　　　　　　　菅原委員長
５．出席者の確認（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長

　　　　　理事長　　　　　　
野　口　雅　弘

　　　　　直前理事長　　　　　
船　橋　吾　一（欠席)
　　　　　特別顧問　　　　　　　荒　井　　　寛（遅参）
　　　　　顧問　　　　　　
三　浦　孝一郎（欠席）
　　　　　副理事長　　　　　　　齋　藤　秀　和

副理事長　　　　　　
井　上　周　士

　　　　　副理事長　　　　　　　中　村　祥　之

　　　　　専務理事　　　　　　
鈴　木　辰太郎

　　　　　監事　　　　　　　　　齊　藤　秀　昭

　　　　　監事　　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）

　議長　　　　　　　　　三　沢　慶　洋（遅参）

特別委員長　　　　　　東海林　　　仁（遅参)
副議長　　　　　　　　佐　藤　貴　博
　　　　　室長　　　　　　　　　安　藤　太一郎

本部長　　　　　　　　鈴　木　　　力（遅参)
　　　　　室長　　　　　　　　　遠　藤　智　大

　　　　　室長　　　　　　　　　中　村　正　利（遅参)
室長　　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　横　山　隆　太

委員長　　　　　　　　菅　原　真　司
委員長　　　　　　　　佐　藤　正　敏
委員長　　　　　　　　矢　口　政　則

委員長　　　　　　　　櫻　井　　　靖
委員長　　　　　　　　渡　部　明　弘

総括幹事　　　　　　　近　藤　英　雄

事務局長　　　　　　　武　田　靖　裕

オブザーブ　　　　　　安孫子　直　樹
オブザーブ　　　　　　庄　司　安　宏

オブザーブ　　　　　　村　山　哲　也

オブザーブ　　　　　　荒　井　要　雄

６．会議成立の確認




　　　武田事務局長
７．議事録署名人の指名




　　　野口理事長
８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長
９．理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長

　皆さん、改めましてこんばんは。お忙しい中、第２回の理事会お集まりいただきましてありがとうございます。ここまで来るのに一ヶ月、色々なことがありました。その中でも、１７日に開催しました定時総会、そして、新年式典、賀詞交歓会、懇親会と総務情報委員会と活気ある会員交流委員会の皆様と、その前にＡＳＰＡＣ準備会議の素晴らしい対応をいただきました。準備段階から皆様、ありがとうございました。色々と反省点もありますけれど、無事に船出をきらせていただいたことに感謝申し上げます。私も、舞い上がってしまいまして、所信がどうであったというのは、自分の評価では何とも言えないですけれど、全体的には丸く、私なりに話せたのかなと思っております。皆さんの感想を理事会終了後に懇親会の場ででも話しをいただければと思います。まずは、来賓、来訪、山形ＪＣシニアクラブの先輩方にどのように映ったのかを反省しながら、今後ＡＳＰＡＣを目指すＬＯＭとして、そこが一番重要になってくるかと思います。良い所、悪い所を検証しながら、成長の一歩に繋げて頂きたいと思います。
　また、先だって京都で２０１２年度の公益社団法人日本青年会議所の京都会議に、横山委員長から報告ありましたが４９名もの参加をいただきありがとうございました。本当に時間のない中で、今回は早めの段取りをしていただき、今まで以上に栞を明確にしていただき、事務局と渉外支援委員会の皆様で、情報を共有しながら、色々なファンクションにご参会いただいて、ＰＲ活動等をだしていただきまして、無事にこれらを終了できました事に感謝申し上げます。私自身が、京都会議であれほどのスピーチをしたのが初めてでしたので、本当にあんなに数多くの日本青年会議所にシニア、青年団、インターナショナルな方々の前でスピーチをして伝わるものなのかと思いながらも、ＰＲさせていただき、準備はしたのですが、余裕がないまま進めて行く中で新たな信念が自分の中で作り上げられてきました。これらを今後に役立てていきたいと思います。
　これから、ブロックや地区でＰＲしていきますので、今回の経験を生かして、準備会議を筆頭に、ＬＯＭの代表として皆様にもやっていただきたいと思います。
　最後に倉敷青年会議所との合同昼食会を多くのメンバーで向かえられたことは良かったと思います。皆様のご協力なくして一月のファンクションを無事終わることができなかったと思います。すべてを無事に終える事ができたことに対して感謝申し上げます。

そして、明日は天童青年会議所の新年式典、今週末はブロック協議会の新年式典、更には二月に入れば地区のゼミナールの開講式に多くのメンバーで臨んでいただいて、山形の存在意義を知らしめていただきたいと思います。皆様には体調には留意して邁進していただきたいと思います。
　昨日、仙台青年会議所の新年式典から帰ってきて、テレビを見ていたところプロテニスの錦織圭選手がベスト８になったというニュースを見まして、私は、テニスはわからないのですが、彼の得意技であるエアー圭を松岡修三さんが絶賛していました。しかし、去年の夏に怪我をして、攻めの戦い方から相手を疲れさせる戦い方に変えたそうです。なぜかというと勝つためだそうです。彼は小学生から目標を持ちテニスをしています。そのためのビジョンを明確に持ち行動しています。その時に、京都会議で聞いた、変わらないためにかわる、原理原則など物事は基本に戻ってやらなければいけない。これを実践してやることによって結果がでる。今後、山形青年会議所はどうすれば地道にやれるのかということを考えました。山形青年会議所がＡＳＰＡＣをやる上でしっかりとしたビジョンを描かなければ成功しないと強く思いました。そして、今のＬＯＭの立ち位置を確認して、三月まで理事のメンバーで検証していただきたい。皆様には各委員会の事業がありますが、総合的に山形青年会議所を見ていただき、今後、自分達の各委員会の事業を実行していただきたい。そうすることによって、ＬＯＭの力がしっかりとして山形青年会議所のスタイルができるのではないかと思います。昨日の新年式典には５名で参加しましたが今後は機会を皆様に提供していきたいと思います。色々なもの吸収して力に替えていただきたいと思います。
　日本青年会議所はＬＯＭのために何をしたらいいのか意見をいただきたいと強く言っておりました。一つひとつが血となり肉となり、皆さんの確かな一歩にしていただきたいと思い理事会を有意義な時間にしてまいりたいと思い挨拶に代えさせていただきます。

１０．　直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋直前理事長

（割愛）

１１．　議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長

１２．　議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
１３．  確認事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
１４．  討議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

　　　討－０１　ＬＯＭ外広報誌３月号の発行（案）に関する件　　　　
渉外支援委員会
横山委員長【上程】
齊藤監事【質問】

表紙のＪＣＩのマークに関しては、コンプライアンスの問題はないのか。

安藤室長【回答】

コンプライアンスマニュアルを確認して問題のないように作成する。

　　　討－０２　復興フォーラムへの参加促進について　　　　　　　
　渉外支援委員会

横山委員長【上程】

　　　討－０３　　ＡＳＰＡＣセネターゴルフへの参加促進について　　

渉外支援委員会
横山委員長【上程】

　　　討－０４　　４ＬＯＭ合同例会の企画・実施に関する件　　　　

　活力あるひとの創造委員会

佐藤委員長【上程】

齊藤監事【質問】

４ＬＯＭ以外のメンバーについては、お呼びするという方向で考えているのか、それとも公として周知するという事なのか。

佐藤委員長【回答】

基本的には、公として案内する予定である。

　　　討－０５　出席率向上へ向けた企画・実施（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

渡部委員長【上程】

櫻井委員長【質問】

いくべ例会のロゴをメールで使用すると思うのだが、すべてのメール環境に対応しているのか。

渡部委員長【回答】

ピンポイントで確認して、対応していくようする。

横山委員長【質問】

担当委員会からの例会案内はどのタイミングでメールするのか。

渡部委員長【回答】

担当委員会に関しては、各担当例会のタイミングでメールしてもらう。

１５　審議事項

　　　審－０１　ＪＣＩＡＳＰＡＣセネターゴルフ対応（案）承認に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備会議

安藤室長【上程】

佐藤副議長【補足】
担当表を添付した。旅行代金も確認した。多くのメンバーから協力いただきたい。

齋藤副理事長【補足】
海外のミッションだが相手は日本人だ。臆せずお願いしたい。

渡部委員長【質問】
予備費の計上が無い。どの様に考えているか。

齋藤副理事長【回答】
予備費が抜けていた。通信費から一万円を捻出する。

齊藤監事【質問】
通訳費用の詳細、通信費の詳細がわからない。

佐藤副議長【回答】
通訳は旅行代理店に確認した。２回の案内を流す。２５０名の案内と登録の案内で計上している。

齊藤監事【意見】
基金は大事な資金だ。各シニア、先輩方が血の滲む思いで作ったお金だ。しっかりした再考、計上していただきたい。

伊藤室長【質問】
本部団関係費の６３０円の２００個は誰の分なのか。

佐藤副議長【回答】
セネター役員やＪＣＩ役員台中ＪＣの方々の分である。

鈴木本部長【質問】
手土産のものは何か。
佐藤副議長【回答】
２００個のほうは巾着の様な実用的なもの、ＶＩＰは検討中である。
鈴木本部長【意見】
上程議案にデザインや物の資料添付が無い。再考いただきたい。

櫻井委員長【質問】
ゴルフの大会案内が開かない。２３日から入る理由を教えていただきたい。

佐藤副議長【回答】
現地での打ち合わせもあって２３日とした。

鈴木専務理事【補足】
ＣＯＣの対応が悪くなっている。金額にも差異があると思う。例外だが対応を願う。

中村副理事長【意見】
セネターと会員会議所会議の日程が重なっている。こちらにも人数を残していただきたい。

可決承認
　　　審－０２　ＪＣＩ役員及び各ＮＯＭ支援活動（案）承認に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議
佐藤副議長【上程】

齋藤副理事長【補足】
日程も決まっていないが宜しくお願いしたい。

渡部委員長【財政コメント】
読めない部分は後ほど精査して確認したい。予備費は５％になっている。

三浦顧問【意見】
いい記念品を渡して欲しい。リストアップして欲しい。

齊藤監事【質問】
費用明細を見て、これで委員会メンバーに伝えられるのか。しっかりした質問議論をして欲しい。

齊藤副理事長【回答】
予算の間違いもある。審議取り下げしたい。
審議取り下げ
　　　審－０３　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会ＰＲ活動（案）承認に関する件
　ＡＳＰＡＣ準備会議
佐藤副議長【上程】
ピンバッチのデザイン変更も含め検討して欲しい。
齊藤副理事長【補足】
慎重審議お願いする。

渡部委員長【財政コメント】
リンクが無い部分修正願う。

中村副理事長【質問】
どういうパンフレット、バナーを作るのか、見積もりはあるが、案が無い。文面の中の誘致ではなく招致ではないか。

齊藤副理事長【回答】
香港ＡＳＰＡＣまでには作成するがデザイン内容等は添付出来るほどのものは無い。

三浦顧問【質問】
バッジの２１０円はどういう根拠で出たのか。

佐藤副議長【回答】
前回作った予算を参考にした。

三浦顧問【意見】
今のバッジはもともとあった下地に乗せて作ったものだから、２１０円で出来ている。もし、紅花の形等、下地からやると値段も変わると思う。審議の際には形となっているものが欲しい。

議長裁量にて審議取り下げ
　　　審－０４　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会立ち上げ（案）承認に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議
佐藤副議長【上程】
スケジュールを添付した。確認を願う。

齊藤副理事長【補足】
慎重審議お願いする。

佐藤委員長【質問】
引き継ぎ事項の部分だが、完璧なビットブックとある。完璧なイメージはあるのか。

野口理事長【回答】
ビットブックの完璧なものは契約である。今の段階で、２０１４年にこの会場を貸す、外部団体が協力する、という全ての契約書が添付出来る状態が完璧なビットブックである。山形青年会議所がこの組織図で運営するという審議案件、上程である。

中村副理事長【質問】
何を審議して何を承認するのかわからない。

齋藤副理事長【回答】
１年間をかけて実行委員会で立ち上げる事から調整会議を行う所まで承認していただきたい。

野口理事長【コメント】
実行委員会の骨格はある。３月まで組織を組閣する。ある程度の組織を持って残り２回のＡＳＰＡＣを迎えないと間に合わない。ＬＯＭとして形を作らないといけない。

承認可決
　　　審－０５　各種大会・対外行事への参加促進と登録（案）承認に関する件
渉外支援委員会
横山委員長【上程】
自分のラインをしっかり確認して欲しい。

櫻井委員長【意見】
海和さんの漢字が間違っている。修正を願う。

三浦顧問【質問】
実施予定では誰がどのように行く予定になっているか。

野口理事長【回答】
エジソンさんが来たら、現調を兼ねて行きたい。
三浦顧問【意見】
行く大会によって行く規模も違うと思う。案でもいいから具体的な計画を入れていただきたい。
齊藤監事【意見】
２０１４年度の実行委員長の名前の修正を願う。
議案修正の上、承認可決
　　　審－０６　３月公開例会の企画・実施（案）承認に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誇りある会員開発委員会
伊藤室長【上程】
講師承諾書添付した。参加も含めてお願いしたい。

三浦顧問【意見】
現役のメンバー全員に聞いて欲しい。設営の詳細表記を願う。グループ名の修正を願う。

櫻井委員長【質問】
レイアウトの席が足りないが会場は大丈夫か。
伊藤室長【回答】
委員長が至急確認する。次回に回答する。

遠藤室長【意見・質問】
見積もりの有効期限は無いのか。予算書の予算が間違っている。

鈴木専務理事【回答】
あるのが望ましいが今回はこれでお願いしたい。

齊藤監事【意見】
財政審議をしっかりしていただきたい。お土産代の資料に社判が無いので正式では無い。しっかりした資料で臨んでいただきたい。

鈴木本部長【質問】
事業内容では同報で案内とあるが、同報での例会案内をするとあったが、取り纏め期間が少なくなる。精査いただきたい。

承認可決
１６　協議事項

　　　協－０１　４月例会の企画・実施（案）に関する件　　　　
　ＡＳＰＡＣ準備会議
近藤総括【上程】
佐藤副議長【補足】
予算の方、先程ご指摘いただきました件と一緒だが、会場の見積もり等と講師が３名と記載されている。もう一度確認する。
斎藤副理事長【補足】
英会話セミナー、語学力というよりコミュニケーションを図るメンバー１人ひとりの皆さんにグローバルスタンダートを身に付けていただく事を目的としている。協議、ご意見をよろしくお願いする。
井上副理事長【質問】
意見と対応の部分で議案本文がほとんど変わっていない。議案の背景と目的において、あまりにも内容が薄く感じる。背景と目的に盛り込んでいるのか？盛り込んでいないようにしか感じない。また、添付書に関しても講師プロフィールも入っていない。山形国際センターをクリックしてみると明らかにコピー貼り付けで、おそらくこの議案を見て初めて理事になられたメンバーの皆様をはじめ、かなり分かりづらい。内容が見えない。次回審議なので一回目の協議の内容とほぼ変わらないまま持って来てもおそらく議論できないと思う。
斎藤副理事長【回答】
こちらの内容を再度持ち帰り、次回までしっかりした議案を持ってくる。
三浦顧問【質問】
今回の英会話セミナーの中でのセミナーをする目的、セミナーで何を得ようとしているのかを教えて欲しい。
斎藤副理事長【回答】
最大の目的は海外の方の日常のコミュニケーションの取り方、第一歩の段階、その第一歩の部分を中心に講師の方から教えていただく事を目的として開催したいと考えている。その後の継続した友情の継続というか、メールの文例を作成し、その後継続的に友情を育める部分を含めて開催したい。
三浦顧問【意見】
英会話の出来る先生を連れてきてなんとなく触れさせるだけでは目的は達成できない。私信をしっかりと持って組み立て欲しい。実現するにはどうしたらいいかという所をしっかりと話して次回までに書いてきて欲しい。どのように進めていくのかを具体的に記していただきたい。香港大会のものもＹｏｕ　Ｔｕｂｅなどでも流れている。
佐藤委員長【意見】
懇親会で、予算の方でも会場の３万円と具体的に会費等かるのか、せっかくそれまでが英会話セミナーなので、ただの飲み会にならないような英語だけ使う等、楽しそう設えでお願いしたい。
中村副理事長【意見】

議案の書き方、作り方の問題もあってなかなか伝わらない。
鈴木専務【意見】
会場が２２時までである。時間内で終わるようにスムーズな理事会の協力お願いする。

　　　協－０２　「やまがた案内番所」の検証（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会
菅原委員長【上程】
中村室長【補足】

委員会としての方向性を出したが、青年会議所としての方向性を皆様から意見いただきたい。
三浦顧問【意見】

委員会で考え取り組んで欲しい事は今まで何で駄目だったか、２００６年からの事業で時間も経っている。我々の目的も変わっている。今、何を求められているか視点を置いて前向きな物を取り入れて欲しい。

横山委員長【質問】

検証結果報告のシニアメンバーのどういうメンバーでどういった報告か、行政関係諸団体への確認の進捗を教えてほしい。
菅原委員長【回答】

シニアメンバーと大きく書かれているが、当時関わった方々である。関係諸団体とあるがそちらにも関わったメンバーがいるのでそちらを中心に回り説明したいと考えている。行政諸団体はどちらに質問すればいいか調査中のため、決まり次第報告する。

中村副理事長【質問】

この事業は来月審議だが、どのように終わろうと考えているのか。

菅原委員長【回答】

事業計画にもあるが、新たな事業としてまちの魅力を発見発信していく事業を実施する新たに議案を上げる。只今の議案は山形案内板所を検証するための上程である。

中村副理事長【意見】
現在の加盟店のネットワークを活かした新たなまちづくりをしてほしい。
　　　協－０３　ＪＣＩアワード申請（案）に関する件
元気あるやまがた創造委員会

菅原委員長【上程】
遠藤室長【補足】
震災が起き、事業数が少ないが委員会として３つを進めたい。この議案は早く申請段階までいきたいので意見お願いする。

東海林特別委員長【意見】

申請にあたりＨＰ等での情報確認をお願いする。
協－０４　褒賞制度につながる山形ＪＣ事業の検討（案）に関する件　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会

菅原委員長【上程】
伊藤室長【質問】

審議の文章が途切れているのでポイントを教えていただきたい。担当委員会が関わっていくという事だが具体的に教えてほしい。

菅原委員長【回答】

ポイントとして昨年度と今年度の流れを比較する皆様から意見いただきたい。関わりは事務局との相談になるが、褒賞を受けた委員会が来年アワードの申請チームとして担当メンバーが最後まで申請に関わる等考えている。最終的に事務局と相談する。

伊藤室長【意見】

アワードに関しては一仕事増え違和感がある。元気あるやまがた創造委員会としてどのような動きになるか考え次回教えてほしい。

渡辺委員長【２０分の時間延長上程】
三浦顧問【意見】
人気のある委員会は片寄る傾向にある。日本の砂川式などを参考に良い方法を見極めてほしい。
　　　協－０５　５月公開セミナーの企画・実施に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活力あるひとの創造委員会
佐藤委員長【上程】
中村室長【補足】

委員会で講師は昨年引退した内藤大輔氏を推したい。意見お願いする。

三浦顧問【意見】

背景、目的に野口理事長の所信が反映しているのがうれしい。３名の講師の話を委員会の誰かが聞いたことはあるか教えてほしい。

佐藤委員長【回答】
内藤氏、宮本氏に関しては書籍を読んでいる。

三浦顧問【意見】

聞いたことのある人に話を聞き確認してほしい。外見、内面、色々なたくましさがあると思うが、議論し見極めてほしい。

　　　協－０６　メンバー参加型情報交流の企画・実施（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活力ある会員交流委員会

櫻井委員長【上程】
中村室長【補足】

初めての事業なのでかなり試行錯誤している。意見お願いする。
中村副理事長【補足】

メンバー全員が楽しめるように考えている。意見お願いする。

三浦顧問【意見】

議案のチェックをきちんとお願いする。やるからには１００％を目指してほしい。FBで何がしたいか、方向性をしっかり持っていただきたい。

１７．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
　　　報－01　京都会議参加御礼について　　　　　　　　　　　渉外支援委員会
横山委員長【上程】
HPに写真等アップしている。

　　　報－02　第１回会員拡大会議について　　　　　　誇りある会員開発委員会
伊藤室長【上程】
１月２７日に第一回目の会員拡大会議がありますので皆様お願いする。

　　　報－03　ルーム備品の未返却について　　　　　　　　　　　　　　事務局
武田事務局長【上程】
資料を確認して返却お願いする。

　　　報－04　次回理事会上程スケジュール・今後のスケジュールについて　事務局
武田事務局長【上程】
委員会別に添付資料がある。確認をお願いする。

１８．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事　
　　[第3回定例理事会]　　２０１２年２月２８日　火曜日　１８：３０～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パレスグランデール
１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤幹事
皆様お疲れ様でした。監事講評の冒頭に先日開催されました京都会議におきまして野口理事長を初めとする多くのメンバーが日本ＪＣ出向者に対する心温まる言葉を頂戴しましてありがとうございます。それでは幹事講評に移ります。

まず歌詞交歓会の際に各シニアメンバー他、多くの来賓者の方がいらっしゃった中で素晴らしい会が櫻井委員長を初めとする皆様で開催されたと思います。その後の例会、メンバータイムにおきましては、理事メンバー以外の方も非常に多かったので柔らかくという感じで監事講評をさせていただきましたが賀詞交歓会においてはもちろん皆様気質高くできる限りの働きをしていただいたとは十分理解していますが、その中でもシニアの皆様、その他の方々から非常に厳しい意見を頂戴している事をこの理事メンバーの皆様に知っていただきまして、あれが今の現在の山形ＪＣかと叱咤激励も含めまして頂戴しておりますので先程冒頭にありました、野口理事長の言葉の中の「ホスピタリティ精神」というものを改めて認識していただいて今後のＬＯＭ運営をして各委員会事業にあたってほしいと思います。
個々の資質のみならずＬＯＭの力を完全に見られた賀詞交歓会でありましたので、今後、対外的な所に出向く事も多々あると思いますので是非、横の繋がり、縦の繋がりを活用して対応していただきたいと思いますのでよろしくお願いします。
あとＡＳＰＡＣに関しての「ビット」という言葉に関して長谷川先輩から今いる理事メンバーにはメールが届いていると思います。あのメールを見ますと、今回上程いただいた数多くの議案の中で記載ミスと感じられる所が多々見られましたので、改めて担当ラインで、確認いただいて次回上程ある委員会、そして本日審議になり再度となる委員会もあるかと思いますけど確認をいただけたらと思います。
この理事会途中に私の方から発言させていただきましたけれども各委員長、室長におかれましてはくだらない質問だとは思わずに各議案に対してすべての疑問を投げかけてほしいと思います。その全ての時間のハンドリングは専務にあるわけですけど、限りのある時間ですのでしっかりとした運営をしていただいて議案上程の部分に関しても期日を守った状態で進めていただければ時間内に確実に理事会は終了できると思いますのでよろしくお願いします。

苦言ばかりで大変申し訳ないですが、本日から担当ラインでしっかりして第三回の理事会を迎えられるようにご祈念して監事講評とさせていただきます。長時間お疲れ様でした。

２０．閉会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

